
　　　　　　　　　　調査対象地域
　　調査項目

オーストラリア
（NSW州について）

制度の名称（許可証の名称） Mobility Parking Scheme

制度の導入時期

２０１０年９月
これ以前も州独自の制度で上記と同じ名称の身体障害者用の駐車場制度はあったが、現在の制度になった時期。

（参考）
対象者の基準、駐車割引、許可書のデザインなどが州等によって異なっており、旅行時の不便さや不正使用が広がっていた
ことなどから、各州間に矛盾が生じない基準の導入、最低限認めるべき駐車時間の設定、許可証デザインの統一等を図るた
め「Australian Disability Parking Scheme」 という枠組みがで き、２０１０年９月より順次導入にされていった。
なお、NSW州ではMobility Parking Scheme による許可証と併せて上記のAustralian Disability Parking Scheme による許可証
の両方を明示する必要がある。（別紙１及びその他特記事項②のYoutube参照）
ただし、州の許可証が認められればAustralian Disabilty Parking schemeによる許可証も同時に発行される。

制度の所管部署 Roads and Maritime Services（運転免許証の発行や自動車登録などを行う州政府機関）

許可証交付対象者の範囲及び有効期間

対象となるのは一時的もしくは恒久的に障害などで歩けない方、１００ｍ歩いた場合、障害を著しく悪化させてしまう方、
車椅子などが必要な方などが対象。
なお、下半身不随、脳性小児まひ、失明などの方は恒久的な障害として許可証が発行される。

一時的な障害　最大６ヵ月（１２ヵ月までは延長可能）
恒久的な障害　　５年
このほか、許可証の対象となりうる方の送迎等を行う会社や団体に対しても許可証が発行される。（例：タクシー会社な
ど）

交付申請に係る添付書類
（障害者手帳、医師診断書等）

医師の診断書
（なお、申請者の状況により視力検査などさらに詳しい検査が求められる場合がある）

違法駐車に対する罰則の有無（罰金
額）

有り（５３１豪ドル及び１点減点）
民間経営の駐車場は企業等が定めた契約による



罰則の根拠（法令等）
Road Rules 2014, Rule 203(1)（道路規則）－道路にある駐車場などが対象
Local Government Act 1993, Sec650(1)（地方自治体法）－無料で提供される公共施設用の駐車場などが対象
＊罰則金額に違いなし

違法駐車の取締り方法
警察官、レンジャー（自治体の駐車場監視員）など
民間経営の駐車場は対象外

他国発行の許可証の可否 可能

許可証の写真 別紙１参照

その他特記事項

参考
①Roads and Maritime ServicesのURL
http://www.rms.nsw.gov.au/roads/using-roads/mobility-parking/

②Australian Disability Parking SchemeのURL＊Youtubeによる啓発ビデオがあります。
https://www.dss.gov.au/our-responsibilities/disability-and-carers/programmes-services/for-people-with-disability/australian-
disability-parking-scheme

③NSW州の駐車場について（別紙２）
路上駐車が多く自治体により管理されているところが多い。



別紙１

州発行の許可証（カー
ド形式のもの）を中に
入れることで、両方の
許可証を明示

NSW州では州の許可証
を入れなければ、
Australian Dissability
Parking Sehmeによる
許可証は無効であるこ
とが表示されている



別紙２

身体障害者の方用駐車
場であることを示す看
板


